




























































































































































































































































































ァー (D回.ver，G. G.)である. 1945年、彼は理学療法士のブラウン (Brown，E.) 
とともに、 『日常生活に必要な身体機能ーー日常生活動作(ThePhysiαI 
Demands of Daily Life - The Activities of Daily Li叫 )Jという書物を発表した.

















































































第ーは、クオリティ・オプ・ライフ (qua1ityof life: Q 0 L)思想の台頭であ







1992:150・151J 0 この情造は、 1980年に発表されたWHOの「国際障害分類試

























事、 2.経済、 3.家庭生活の充足度、 4.社会活動、趣味、生活スタイノレの4分
野に分かれ、それぞれについて①病前、②病後の最もQOL(生物・生活レベ
ル)が低下した状態、③現状、④将来の見通しという、 4つの経時的段階ごと
































































































































































































































































































































































それが起きるまでは知られないのだ [Dougias& Wildavsky， 1983:8] • 
(8)広辞苑では、①危険、②保険者の責任、後保険物[新村出(ed.)，1991 : 2鎚3].またO
EDでは、①危険 (hazard，也且ger) 不運 (mischance)または危襲撃 (peril)にさらす{さ
らされる!こと、②商業的な領失のチャンスまたは危険 (hazard)、特に保険のかかった
財産や商品の場合、等となっている. [Murray， Bradley， Craigie & Onions， 1989:987・988]
(9) rチャンス (ch組問)Jの概念の歴史的変遷については、 [Hacking，l鈎0] を参照さ
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れたし.また、現代のへJレス・プロモーションにおける「チャンス (chance)Jおよび


















カステル (Caste¥， R.)は、 戦略の対象は抽象的なリスク要因の結合体にあるのであっ








強調しているテーマである [Luhm組 n，I991=1993] • 
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